
令和２年度 第１回伊勢志摩定住自立圏共生ビジョン懇談会（書面審議） 記録

１．書面審議期間 令和2年6月26日～7月10日

２．審議概要

・各委員からの意見等及び市の回答は下記のとおり。

（１）第２次伊勢志摩定住自立圏共生ビジョン変更案について

①全般的事項

・全成果指標50の内、R5年度の目標値に対して、R1年度実績ですでに達成している取組が

28（56％）指標あります。早々の目標達成に敬意を表します。その上で今後のビジョン実

現へ向けて成果指標の上方修正などは必要ないでしょうか。

（市回答） 【企画調整課】

目標値を設定している指標については、年度における活動量を表すものなど、毎年上下変

動するものも多く、達成し続けることを重視しているものもあります。

他方、現在問題となっている新型コロナウイルス感染症の影響は、様々な分野に長期に渡

り続いており、加えて、収束後の社会の在り方にも及ぶことが見込まれています。

計画の見直しについては、現時点の達成状況のほか、今後の見通し等も考慮し、適切な時

期に判断していきたいと考えています。

②個別的事項

■P.22「休日・夜間応急診療所の維持運営」

コロナ対策として「伊勢地区検査センター」についても記載してはどうでしょうか。

（市回答） 【健康課】

伊勢地区検査センターは、県から伊勢市が地域外来・検査センター運営業務を受託し、県

からの委託料で運営しています。また、設置期間、今後の情勢が不透明なこともからも、現

時点では、新たな協定の締結の予定はございません。

しかし、伊勢地区医師会（対象地域：伊勢市、玉城町、度会町、大紀町、南伊勢町）と連

携し、検査を実施していることから、withコロナの対応についても、連携を図っていきたい

と考えております。



■P.27「ファミリーサポートセンター提供会員の相互利用」

利用者数が目標値より大きく下回っています。第1次ビジョンでは当初2,000件を超える

利用者数がありましたので、啓発の問題ではないように感じられます。過去に別の会議体で、

提供会員の高齢化が課題となっているという意見もあったと記憶します。依頼会員と提供会

員のサポートのマッチングに課題はないのでしょうか。

（市回答） 【子育て応援課】

利用状況として、一時保育や低年齢児保育、放課後児童クラブ等の各種子育てサービスの

充実等により、援助活動の利用の必要がなくなる等の理由のほか、在園時、在校時に必要と

していた支援が卒園等により利用しなくなる等、年度によって偏りがあり、近年の活動件数

は減少傾向にあります。

サポートのマッチング状況については、近いエリアでの成立が難しい場合は範囲を広げて

マッチングするため、マッチングできずに断ることはほとんどない状況です。

しかしながら、提供会員の高齢化が進み、送迎活動ができなくなる等、高齢化を起因とす

る提供会員の実質的な減少があり、課題と考えています。

今年度は新型コロナウイルス感染症生活支援事業として、利用料無料券の配布を行い、利

用者へ子育て支援を行うとともに援助活動の推進を図ります。

■P.30「中小企業勤労者及び事業主への勤労者福祉制度の充実に向けた支援」

圏域内、２市１町の連携で進捗しているが、労働人口の減少は避けられない状況にあるこ

とから、連携市町の拡大を図ることにより、会員数の増加につなげ、勤労者福祉サービス運

営の安定と充実を目指す必要があるのではないでしょうか。

（市回答） 【商工労政課】

伊勢地域勤労者福祉サービスセンターの地域拡大に関しては、同センターにおいても議論

が行われ、地域拡大に伴いサービスを提供するための人員確保等の経費や事務負担の増加が

懸念されるとともに協定未締結の自治体等からの参画意向がないことなどから、現行の対象

地域内での会員拡大を最優先に、現在、取り組みがなされているところです。

このたび、伊勢地域勤労者福祉サービスセンターの安定的な運営、サービスの充実に向け

た貴重なご意見を頂戴いたしましたので、定住自立圏推進協議会部会、同センターと情報共

有を図り、議論を行ってまいりたいと考えています。



■P.33「創業に関する支援」

R1年度の実績額が事業費に比して17,000千円以上も未執行になっています。セミナー参

加者数は目標値を上回っていますが、補助件数は50％に留まっています。雇用の場を創出す

ることは人口減少に歯止めをかけるためにも重要な取り組みであると思います。すべての市

町が連携する本取組の挑戦的活動を期待したいと思います。

（市回答） 【企画調整課】

・記載に誤りがありました。訂正稿を添付いたします。

・R1年度 事業費 ≪訂正前≫28,960千円 ≪訂正後≫35,040千円

・R1年度 実績額 ≪訂正前≫11,339千円 ≪訂正後≫16,593千円

・R1年度 取組の実績（補助件数） ≪訂正前≫5件 ≪訂正後≫6件

（市回答） 【商工労政課】

創業支援については、各市町において創業支援事業計画に基づき商工団体や創業支援機関

等と連携し取り組みを進めていますが、当初、目標とした補助件数に至っていないのが現状

です。

地域経済の活性化及び人口減少の歯止めをかけるため、地域住民による創業とともに、Ｕ

ＩＪターン者による創業を促進し、雇用の場の創出及び移住・定住が図られるように、市町

が連携した取り組みを検討してまいりたいと考えています。

■P.34「鳥獣被害防止対策について」

各地区で開発等が進み野生鳥獣の生息環境に変化が生じて、人里まで出没しています。そ

の被害は、農作物の被害に留まらず、生活環境まで影響し年々増加しています。範囲も度会

町から玉城町へと広がっています。度会町内においては高齢化により耕作放棄地も増えてお

り、大きな課題となっています。このような状況の中で各市町ともに被害対策に取り組まれ、

情報交換を行われていますが、今後具体的に環境整備や捕獲策をどのように推進していくの

か示していただきたい。

（市回答） 【農林水産課】

各市町で獣害対策を行っているところですが、共通して行っている対策として、猟友会へ

鳥獣捕獲の委託や補助を行っております。また、市町ごとに様々な対策を実施しており、猟

友会員の減少対策として狩猟免許取得に対して支援を行ったり、市町民へ小動物用捕獲檻の

貸出や農地の獣害防止柵の設置支援、ニホンザルを追い払うための花火の配布などを行って

おります。

今後も、他市町の対策方法を必要に応じて各市町で取り入れるなどして、より有効な獣害

対策を推進していきたいと考えております。



■P.35「伊勢志摩地域への旅客誘致」

事業費や実績額、成果指標が記載されていながら、進捗状況に「B：未実施」とあるのは特

段の事情があるのでしょうか？

（市回答） 【企画調整課】

・記載に誤りがありました。訂正稿を添付いたします。

※実施スケジュールにある全項目について、「B：未実施」を「A：実施中」に訂正

■P.36「伊勢熊野地域への旅客誘致」

事業費や実績額、成果指標が記載されていながら、進捗状況に「B：未実施」とあるのは特

段の事情があるのでしょうか？

（市回答） 【観光振興課】

・既存の観光パンフレットの増刷は、在庫に余裕があったため行いませんでした。また、事

業計画の中では新たに多言語マップの作成を予定していましたが、関係団体との調整が年

内につかなかったため、令和２年度に持ち越しとなりました。

・令和元年度は多言語マップを作成する予定で予算を組んでいたため、ノベルティの作成は

事業として計画していませんでした。

・令和２年３月のＰＲイベント「旅まつり名古屋」へ参加予定でしたが、新型コロナウイル

ス感染症の影響によりイベントの開催が中止となったため、PRイベントの開催は未実施と

なりました。

・令和元年度の事業については当初予定していた事業が実施に至らなかったため、令和２年

度へ大幅に繰り越し、令和元年度に予定していた多言語マップの作成に加え、ノベルティ

の作成、新型コロナウイルス感染症の動向を注視し、可能であればPRイベントへの参加を

予定しています。

■P.38「廃止代替路線バスの維持」

柔軟に路線を見直し、交通弱者の利便性の維持に寄与している点はたいへん評価できると

思います。

■P.40「県道鳥羽松阪線の建設促進」

日に日に残り600メートルの完成が近づいていることを実感できます。完成すれば、市道

古市鹿海線のイオン－御幸道路間の渋滞も緩和することが期待できます。



（２）圏域の現状と課題について

・「ウ 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野」の研修・講座実施について、大変重要な政

策だと理解しています。今般のコロナウイルス感染予防であらためて見直されたオンラインで

の実施方法は各取組で指摘されている課題の解決可能性も含んでいるように思います。R5年度

へ向けた環境整備や運用実験など検討されてはどうでしょうか。

・新型コロナウイルス感染拡大が懸念される昨今ですが、この課題はかなり長く続くように思わ

れますので、共生ビジョンにもどこかで触れる必要があるのではないでしょうか。

・コロナウイルス感染症の影響で、伊勢志摩定住自立圏域も観光、第1次産業を中心に大きな影

響が出ています。今こそ、圏域内の役割分担に沿ってお互いが支え合う地域の連携強化が望ま

れるところです。

・現在、新型コロナウイルス感染拡大により、世界全体で大きな影響を受けております。「感染症」

という見えない敵との戦いは、その他の自然災害とは異なり社会システムと生活様式の急激な

変化を私たちに強いる事になりました。この変化は、ウイルス終息まで、その情勢に合わせて

維持されていくものと考えます。

当地域においても、様々な問題が浮かび上がってきております。

・旅行の自粛（移動制限）等による地域経済へのダメージ

→ 主要産業である観光産業が疲弊すると、市町の価値が下がる

・感染拡大地域からの旅行者受入れによる、地域への感染拡大の恐怖

→ 感染防止の行き過ぎによる差別や風評の拡大

・様々なガイドラインによる、事業者への負担

→ 事業運営への支障、業績悪化、業績回復の鈍化

・地域社会の急速な変化

→ 対応インフラ等の整備、新たなルール（様式）作り

まだまだ様々な問題が考えられますが、当地域においてもこの度の社会情勢変化の波への対応を

迫られていることは事実であり、影響下にあるうちは持続させなければなりません。

私見ではありますが、当圏域においても、この新型コロナウイルスによる社会変化のうち、今後

も持続されるであろうものの影響を、当圏域の各課題へ加味していくべきではないでしょうか。

（まだまだ影響に関しては未知の部分が多いですが、定住環境さえ整えられれば、人口密集地を避

けたり、テレワークの普及により過疎部への移住が促進されるなど、マイナスだけでなくプラ

ス部分も発生する可能性もあります。）

・新型コロナ感染症のため、地域活性化のために企画していたイベント及び行事が中止となった

ため、今後の対応策が必要となる。



・新型コロナウイルス感染拡大により、漁業においても大きな影響が出ている。特に魚類養殖漁

業では、感染拡大により外食産業への供給が激減、また、輸出もストップしたため、魚がダブ

つき、資金繰りの悪化が顕著となっている。行政と連携しながら、スーパー等で販促を進めて

いる。又、天然マグロ等の高級魚も軒並み価格が低迷し、他産業同様、厳しい状況となってい

る。

・圏域の人口と圏域市町の社会増減について、現況はどうでしょうか。

・隣接する松阪市の現況（人口と社会増減）はいかがでしょうか。

（市回答） 【企画調整課】

・人口減少傾向は続いており、また、社会増減もマイナスが続いています。

・松阪市についても、人口は減少傾向であり、社会増減もマイナスが続いています。

・市町の人口推移については、「みえDataBox」に掲載されておりますので、ご覧ください。

※インターネットで「みえDataBox 人口」で検索してください。






